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豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去２週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去２週間）

2025/6/12

単位（円） 2025/6/10 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

円／豪ドル 94.50 93.00 93.12 92.80 96.90 103.52
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単位（％） 2025/6/10 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前
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（注）左グラフは2024年6月10日～2025年6月10日、右グラフは2025年5月27日～2025年6月10日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2024年6月10日～2025年6月10日、右グラフは2025年5月27日～2025年6月10日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

ここ2週間の豪ドルの対円レートは、上昇しました。
5月28日に豪州の4月消費者物価指数（CPI）が発表されましたが、追加利下げ観測に変化を与えず、為替市場の反応は限定的で
した。30日には貿易協議に関して中国が米国との合意に違反しているとの見解をトランプ米大統領が示したほか、鉄鋼とアルミニウムへの
関税を引き上げる方針を明らかにし、豪ドルは対円で下落しました。しかしその後、6月3日の日銀総裁の発言が金融引締めに消極的と
受け取られたことや5日に米中首脳による電話会談が行われ、貿易摩擦への警戒感が和らいだことなどから米ドル高円安となり、連れて豪
ドルは対円で上昇しました。

ここ2週間の豪州3年国債利回りは、やや低下しました。
米裁判所がトランプ米大統領の関税政策の一部差止めを命じたことにより、5月28日に一時米国株高となり、それに伴って豪州3年国債
利回りは上昇（債券価格は下落）しました。しかし、30日には米中貿易摩擦や関税政策への懸念が高まったことなどから豪州3年国債
利回りは低下しました。その後、6月5日に米中首脳による電話会談が行われ、懸念が和らいだことで豪州3年国債利回りは再び上昇した
ものの、期間を通じてみると同利回りはやや低下しました。


